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全国肉用牛放牧シンポジウム～放牧を活用した繁殖基盤強化～を開催しました。１

○日時：平成27年10月28日(水)13:30～17:00

○場所：農林水産省7Ｆ 講堂

○主催：農林水産省、一般社団法人日本草地畜産種子協会

○プログラム：

＜基調講演＞

国立研究開発法人 農業･食品産業技術総合研究機構 近畿中国四国農業研究センター

千田 雅之 氏 「繁殖経営の収益性向上に向けた放牧の展開方向と課題」

＜事例発表＞

①熊本県 菊池地域農業協同組合 畜産課 平田 真悟 氏「JA菊池と広域放牧の取組について」

②北海道 天塩町 農林水産課 橋田 仁司 氏 「放牧による地域おこしの展開」

③日本電気さく協議会 宮脇 豊 氏 「電気さくの安全対策と危険防止」

＜総合討論＞ コーディネーター（一社）日本草地畜産種子協会 梨木 守 氏

○参集範囲：都道府県、市町村、農協等関係機関、畜産農家等

○参加人数：130名程度

放牧シンポジウムの資料⇒ http://www.maff.go.jp/j/chikusan/siryo/houboku/houboku_sinpo_jiumu.html

＜ これまでの実績 ＞
繁殖専業農家の育成と増頭を目標に、平成11年に30戸・736頭で

「JA菊池一貫繁殖牛部会」を立ち上げ、積極的な繁殖素牛の導入や
経営安定に向けた技術・経営指導を実施し、平成17年には繁殖雌牛
2,500頭を達成した。更なる増頭を図るため、平成18年から「放牧
技術を利用した低コスト生産」を推進し、現在95戸・4,100頭にま
で増頭している。

＜ 広域放牧の取り組み ＞
菊池から車で1時間ほど離れた阿蘇の牧野を利用した「広域放牧」に取

り組むため、平成17年に「広域放牧利用組合」を設立した。当初は、ダニ熱や牛の馴致不足による事
故等の失敗もあったが、現在は10年が経過し放牧頭数は160頭、計画に沿った放牧が実施できている。

放牧組合では、家畜共済への加入義務、３日おきの当番制、除角、
削蹄の実施、妊娠鑑定済みの牛を放牧対象とする等をルール化。

特に衛生対策を強化しており、家畜保健衛生所の協力指導のもと３
週間間隔で「採血、体重測定、検温、バイチコール塗布」を実施し、
採血後すぐに現地で顕微鏡検査を行い、貧血やピロ寄生率を割り出し、
当日に現地で治療や退牧牛の選定をしている。衛生対策を3週間に一度
確実に実施することが、事故防止とコスト削減につながる。今後は、
放牧による低コスト・労働力低減効果を経営実績に反映させることで、
放牧ファンの農家を増やしたい。

＜事例発表＞ 熊本県 菊池地域農業協同組合畜産課 平田 真悟 氏
～JA菊池と広域放牧の取組について～
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http://www.maff.go.jp/j/chikusan/siryo/houboku/houboku_sinpo_jiumu.html


＜コラム：放牧シンポジウムの総合討論で話題になった「牛白血病」ってどんな病気？＞

家畜伝染病予防法の届出伝染病である牛白血病の
発生頭数は、平成20年には1,000頭を超え、その
後も増加傾向にあります（右下グラフ）。
また、本病の原因である牛白血病ウイルス（ＢＬ

Ｖ）の浸潤状況を全国で調査した結果、感染したこ
とを示す抗体陽性率が乳用牛で約４割、肉用繁殖牛
で約３割となっています（右表）。
ＢＬＶに感染した牛の大部分は発症まで至りませ

んが、感染牛のうち数％の牛が数ヶ月から数年の無
症状期を経て、発症するのが本病の特徴です。
農林水産省では、本年４月に具体的な感染拡大防

止対策を定めた「牛白血病に関する衛生対策ガイド
ライン」を作成しています。注射針や直検手袋の一
頭ごとの交換、入牧時の検査、感染牛と非感染牛の
分離放牧、吸血昆虫対策等で感染拡大を防ぐことが
可能なことから、共同放牧場での放牧時についても
このような対応が重要です。具体的な対策について
は、ガイドラインを参照ください。
また、農場や放牧場における感染拡大防止対策に

対して支援を行っています。詳細は各都道府県の畜
産協会等までお問い合わせ下さい。

99頭

2,415頭

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

平成10年 平成15年 平成20年 平成25年
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検査農場 検査頭数 陽性率 調査期間

乳用牛 587戸 11,130頭 40.9%
2009年12月～

2010年3月

肉用牛 558戸 9,834頭 28.7%
2010年12月～

2011年4月

〇 牛白血病ウィルスの浸潤状況調査結果

（農林水産省調べ）

＜事例発表＞ 北海道天塩町 農林水産課 橋田 仁司 氏
～放牧による地域おこしの展開～

＜ 和牛の生産基地をめざして ＞
天塩町は広大な草地を有するものの、泥炭地が多いため排水が悪く、最近の植生調査ではリード

カナリーグラス等の雑草類が50%を占めている状況にあり、排水対策と植生改善が課題となってい
る。このため、平成26年度畜産クラスター事業を活用した草地の簡易更新や、平成27年度から国営
事業による排水対策等を実施している。

草地基盤を有効活用した「道内屈指の和牛繁殖基地」を目指すため、平成27年度から和牛生産農
家4戸で「天塩町和牛放牧組合」を設立し、地域づくり放牧推進事業に取り組んでいる。

将来的には、放牧による生産拡大と、繁殖・育成を分業する「繁殖・育成センター」を組み合わ
せ、効率的な素牛生産を行う「天塩型和牛生産モデル」の確立を目標としている。

今後は、和牛に関心のある農業実習生・研修生等の受け入れ等を検討しており、放牧組合が核と
なった放牧による地域おこしを検討している。

2 牛白血病に関する情報はこちら ⇒ http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/ebl.html

http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/ebl.html
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東北・関東地域で飼料増産研修会等が開催されました。３

11月6日（木）、東北農政局と一般社団法人
日本草地畜産種子協会、一般社団法人全国肉用
牛振興基金協会の共催により「東北地域肉用繁
殖牛放牧推進現地研修会」が岩手県奥州市で開
催されました。

本研修会は「肉用牛繁殖経営に放牧を導入し
た低コスト増頭戦略」と題して開催され、当日
は奥州市江刺区の遊休農地等を活用した肉用繁
殖牛放牧の取組を視察・見学し、その後、座学
研修において「水田跡・耕作放棄地に肉用牛放
牧を進めるために」「効率的な子牛生産のため

の飼養管理と繁殖技術」と題した講演が行われ
ました。

また、総合討論では「放牧を活用した1年1産
を目指した繁殖牛の飼養管理について」「耕作
放棄地が増える傾向にある中で、いかに農地を
地域で維持管理するか」「放牧地管理の省力化
に資するシバ草地の造成、管理方法について」
「地域の公共牧場の活性化について」などの話
題が挙げられ、畜産農家、東北地域の県、市町
村、試験研究機関、JA等関係機関からの約80
名の参加者で討論が行われました。

10月8日、9日に山梨県、一般社団法人日本
草地畜産種子協会、関東農政局（関東地域飼料
増産行動会議）の共催により、関東地域飼料増
産行動会議現地研修会が開催されました（参加
者約60名）。

8日は農業・食品産業技術総合研究機構 菅
野勉氏による「水田を利用した飼料用トウモロ
コシ栽培の可能性」と題した基調講演のほか、
農林水産省からの情勢報告、事例紹介として
「（株）Agri Feed Serviceによる牧草地から飼
料用トウモロコシへの転換の取り組みについ
て」「公益財団法人キープ協会における集約放
牧の利用と有機畜産の取り組みについて」が報

告されました。
9日は富士河口湖町で飼料用トウモロコシの

生産・収穫作業を受託する（株）Agri Feed
Serviceの取組概要、飼料生産用作業機械（細断
型コンビラップ、アグバッグ（チューブ式サイ
ロ）、自走式ハーベスター、ストーンクラッ
シャー、ベールパック）の実演が行われました。

環太平洋パートナーシップ（TPP）協定が大筋合意しました。２

細断型コンビラップ 自走式ハーベスター ベールパック

TPP大筋合意について ⇒ http://www.maff.go.jp/j/kokusai/tpp/index.html

http://www.maff.go.jp/j/kokusai/tpp/index.html


今後の予定等 ～シンポジウム・セミナー等のイベントのご案内～３

10月1日付けで飼料課が新設されて初めての
飼料増産通信です。編集部も一部人事異動があ
りましたので手探りしながらの発行になりまし
た。これからも読者の皆様のお役に立てる情報
を発信していきたいと思いますので、掲載を希
望される情報がありましたら是非編集部まで情
報をお寄せください。

さて、先日のニュースによれば訪日外国人旅
行者数が過去最高になり、2020年の訪日外国
人旅行者の目標を2000万人から3000万人に引
き上げるべく検討を始めるそうです。伝統的な
観光地だけではなく、アニメや食べ物などの日

本ならではコンテンツがウケているのでしょう
か。日本独特のスタイルは、時に「ガラパゴス
化」と揶揄されることもありますが、外国人か
らは独創的だと評価されているのかもしれませ
ん。

訪日外国人旅行者数が増加すれば、旅行のス
タイルも多様化するのではないでしょうか。ぜ
ひ日本の農村にも滞在して、固有の進化を遂げ
洗練された日本の農業を体験してもらいと思っ
ています。そして畜産の草地も緑豊かな農村の
美しさの一部として評価をされるようになれば
いいなと夢見ています。 （飼料課 俵積田）

編集後記（事務局から）

開催時期 内容 参集範囲等 主催 場所

11月25日
平成27年度放牧活用型畜産に関す
る情報交換会

研究機関、行政、普及部局等 農研機構 東京都文京区

12月2日
平成27年度東海地域飼料増産行動
推進会議研修会（飼料用米）

東海地域飼料増産行動推進会議
構成機関、農業者、関係団体、
企業等

東海地域飼料増産
行動推進会議

愛知県名古屋市、他

12月7日
水田里山の畜産利用と土作りを基礎
にした中山間地域営農発展の可能性
と研究課題

行政、生産者、団体、民間企業、
大学、試験研究機関等

農研機構 近畿中
国四国農研セン
ター

岡山市
（岡山国際交流センター）

12月7～8日
平成27年度農研機構シンポジウム
「自給飼料低コスト生産と新機能活
用に向けた新展開」

農家、団体、行政機関等 農研究機構
東京都港区虎ノ門
（発明会館）

12月7～8日
平成27年度九州飼料用米推進会議
（第２回）

九州地域飼料用米推進会議構成
機関、稲作農家、畜産農家等

九州地域飼料用米
推進会議

７日:福岡県吉塚庁舎
８日:筑後農林事務所

飼料増産に関するお問い合わせ先４

4 http://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/index.html 飼料増産 検索

所属 連絡先 所属 連絡先

農林水産省生産局
畜産部飼料課

03-3502-8111(代表)
03-3502-5993(直通)

東海農政局畜産課 052-201-7271(代表)
052-223-4625(直通)

北海道農政事務所
生産支援課

011-330-8800(代表)
011-330-8807(直通)

近畿農政局畜産課 075-451-9161(代表)
075-414-9022(直通)

東北農政局畜産課 022-263-1111(代表)
022-221-6198(直通)

中国四国農政局畜産課 086-224-4511(代表)
086-224-9412(直通)

関東農政局畜産課 048-600-0600(代表)
048-740-0027(直通)

九州農政局畜産課 096-211-9111(代表)
096-211-9477(直通)

北陸農政局畜産課 076-263-2161(代表)
076-232-4317(直通)

沖縄総合事務局生産振興課
畜産振興室

098-866-0031(代表)
098-866-1653(直通)

青森県、岩手県、宮城県、秋田県、
山形県、福島県

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県、山梨県、長野県、静岡県

新潟県、富山県、石川県、福井県

岐阜県、愛知県、三重県

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県 奈良
県、和歌山県

鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口
県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分
県、宮崎県、鹿児島県

http://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/index.html

